
�

��������

・第６回任意合併協議会の内容
議題①平成14年度決算について
議題②地域自治について
議題③「合併に関する基本的な事項」について

・第４回新市将来構想策定小委員会
・第５回新市将来構想策定小委員会
・有識者ヒアリング調査の内容
・地域アンケート調査の分析結果
・協議会委員を紹介します⑥

発行：長岡地域任意合併協議会
編集：長岡地域任意合併協議会事務局

６
月
９
日
に
長
岡
市
の
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
第
６
回
長
岡
地
域
任

意
合
併
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
い
ま
す
。）
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
地
域
自
治
に
つ
い
て
」
は
、
市
町
村
長
の
研
究
会
を
設
置
し
て
地
域

自
治
を
検
討
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
そ
の
後
、「
地
域
自
治
組
織
に
具
体
的

に
何
を
任
せ
る
の
か
」
な
ど
の
地
域
自
治
の
中
身
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

合
併
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
で
は
、
継
続
協
議
の
項
目
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
、
合
併
の
方
式
は
「
長
岡
市
へ
の
編
入
合
併
」
と
す
る
こ
と
、

新
市
の
名
称
は
「
長
岡
市
」
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
議
員
の
定

数
・
任
期
の
特
例
に
つ
い
て
は
、
地
域
自
治
と
関
連
が
あ
る
こ
と
や
市
町

村
議
会
で
も
連
絡
会
を
設
け
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
協
議
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
協
議
会
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
初
７
月
ま
で
を
目
途
に
協
議

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
新
市
将
来
構
想
の
協
議
や
地
域
自
治
の
研
究
が

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
協
議
会
の
回
数
を
１
、
２
回
増

や
し
て
９
月
ご
ろ
ま
で
協
議
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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9:;ÛÜøùúûün ý9:;ÛÜøùúûün ý 前回に引続き、議会代表（議長）の４名を紹介します。

山古志村議会代表
þ � ff ��

立地条件が大きく違う長岡地域の市町村
合併です。お互いの立場を十分理解し、信
頼関係をいかに築けるかがポイントである
と思います。住民のための行政を忘れずに。

小国町議会代表
� � � � ��

合併でどのような行政サービスの向上と
都市の将来計画を示せるかということと、
暫定的にせよ財政を含めた地域自治が保証
される姿が望ましいと考えます。

越路町議会代表
� � 	 
 ��

各市町村が抱える福祉、教育等の問題に
ついて、住民が理解できる方向を見い出す
必要があり、そのために地域自治組織の検
討を進め不安解消のために努力いたします。

三島町議会代表
a b c d ��

協議会も終盤に入りました。地域の特性
を生かし、地方分権の担い手として自立、
調和と統一のとれた活力ある中核都市を目
指して、町の運命をかけて努力いたします。

○と き ７月18日e 午後３時から

○ところ パストラル長岡
（長岡市今朝白２丁目）

○受 付 午後２時30分から
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汗
が
に
じ
み
出
る
梅
雨
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
事
務

室
内
の
温
度
は
梅
雨
の
蒸
し
暑
さ
に
Ｏ
Ａ
機
器
か
ら
発
す

る
熱
な
ど
が
加
わ
り
さ
ら
に
暑
く
な
っ
て
い
ま
す
。
本
格

的
な
夏
の
到
来
が
怖
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

さ
て
、
気
が
つ
け
ば
任
意
合
併
協
議
会
を
設
置
し
て
早

く
も
半
年
が
過
ぎ
、
こ
の
協
議
会
だ
よ
り
も
第
６
号
を
発

行
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
編
集
技
術
が
上

達
せ
ず
悩
ん
で
い
ま
す
が
、
常
に
「
長
岡
地
域
の
皆
さ
ん

に
た
く
さ
ん
の
合
併
情
報
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
合
併
の
方
式
」
も
よ
う
や
く
決

ま
り
協
議
会
も
終
盤
に
さ
し
か
か
り
ま
し
た
。
体
調
を
崩

さ
ぬ
よ
う
に
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。

�
�
�
�

�
�
�
�

長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
事
務
局

長
岡
市
幸
町
２
�１
�１

長
岡
市
役
所
内

電

話

39
�２
２
６
０
・
39
�２
２
２
７（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ

39
�２
２
５
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
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0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

住民の声が行政に届きにくくなる

それぞれの市町村の伝統や特色が失われていく

中心部だけが栄えて、周辺部が寂れてしまう

地域のまとまりや連帯感が失われていく

市役所や役場が遠くなり、不便になる

これまで充実していた行政サービスの水準が落ちる

学校・施設などが統廃合される

不安に思うことはない

その他

無回答 1.7

3.1

7.7

20.5

20.9

22.4

24.2

43.4

44.3

46.3

1.7

3.1

7.7

20.5

20.9

22.4

24.2

43.4

44.3

46.3

グラフ２ 合併に際し、不安に思うこと ※複数回答 （％）

0 10 20 30 40 50 60 70

産業が盛んで雇用環境の整った「働きやすいまち」

子育てや高齢者・障害者福祉が充実した「高福祉のまち」

事故や災害・犯罪の少ない「安全・安心のあるまち」

そこに住んでいることを誇れる「自慢できるまち」

医療や健康増進に熱心な「健康・長寿のまち」

自然が豊かで環境問題に取り組む「地球に優しいまち」

教育や生涯学習環境の整った「人づくりのまち」

道路や公園が整備された「都市基盤の整ったまち」

情報公開や住民参加システムが充実した「住民参加のまち」

スポーツや芸術文化活動の盛んな「スポーツ・文化のまち」

伝統や文化財を大切にする「歴史のあるまち」

全国的な知名度のある「有名なまち」

その他

無回答

63.7

53.3

52.0

47.8

42.7

40.1

38.9

23.6

21.5

17.8

17.1

16.8

1.1

4.04.0

1.1

16.8

17.1

17.8

21.5

23.6

38.9

40.1

42.7

53.3

52.0

47.8

63.7

グラフ３ 合併後の新市のあるべき姿 ※複数回答 （％）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

組織の効率化などで行政経費を削減する

斬新なまちづくりや行政サービスを実施する

30万人の中核都市として、イメージや活力が向上する

新市の能力や権限拡大により、行政サービスを高度化・多様化する

広域的・総合的な視点による地域基盤整備を実施する

利用できる文化・スポーツ施設などが増え、利用しやすくなる

予算や権限の拡大による重点的な地域振興を行う

期待するものがない

行政窓口が増えることによって、利便性が向上する

その他

無回答

46.0

38.9

30.6

24.7

22.7

21.7

17.3

13.4

11.7

2.0

3.1

46.0

38.9

30.6

24.7

22.7

21.7

17.3

13.4

11.7

2.0

3.1

グラフ１ 合併に際し、期待すること ※複数回答 （％） た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
「
新
市
将
来
構

想
策
定
に
か
か
る
地
域
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
分
析
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
い
く
つ
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

合
併
に
際
し
期
待
す
る
こ
と
は
「
組
織
の
効
率
化
な
ど
で
行

政
経
費
を
削
減
す
る
」「
斬
新
な
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
方
々
が
こ
れ
ま
で
の
手

法
に
こ
だ
わ
ら
な
い
改
革
を
求
め
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
１
）

一
方
、
不
安
に
思
う
こ
と
は
、「
住
民
の
声
が
行
政
に
届
き
に

く
く
な
る
」「
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
伝
統
や
特
色
が
失
わ
れ
て

い
く
」「
中
心
部
だ
け
が
栄
え
て
、
周
辺
部
が
寂
れ
て
し
ま
う
」

と
い
っ
た
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の

き
め
細
か
な
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
グ
ラ
フ
２
）

ま
た
、
合
併
後
の
新
市
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
は
、「
働
き
や

す
い
ま
ち
」「
高
福
祉
の
ま
ち
」「
安
全
・
安
心
の
あ
る
ま
ち
」

を
多
く
の
方
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
３
）

詳
し
い
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
し
、
構
成
市
町
村
の
合
併
担
当
窓
口
に
も
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

O
P
ñ
ó
(
)
*
õ
ö
<
+
,
-
.

O
P
ñ
ó
(
)
*
õ
ö
<
+
,
-
.

O
P
ñ
ó
(
)
*
õ
ö
<
+
,
-
.

協
議
会
・
小
委
員
会
な
ど
の
内
容
は
、
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ご
意
見
・
ご
質
問
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
こ
ち
ら
←
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５
月
30
日
に
開
催
し
た
第
４
回
新
市
将
来
構
想
策
定
小

委
員
会
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
�
各
種
調
査
結
果
報
告

地
域
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
調
査
結
果
の
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
報
告
で
は
、
参
加
者
が

７
つ
の
班
ご
と
に
新
市
の
将
来
像
に
つ
い
て
心
の
こ
も
っ
た

提
案
を
直
接
発
表
し
、
多
く
の
委
員
か
ら
高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。

２
�
自
治
体
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施

地
域
の
特
性
・
資
源
・
素
材
を
洗
い
出
し
、
そ
れ
ら
を
整

理
し
た
も
の
か
ら
導
か
れ
る
地
域
別
整
備
方
針
と
そ
の
方
針

の
実
現
に
向
け
た
活
動
展
開
案
を
検
討
す
る
組
織
と
し
て
、

８
市
町
村
の
職
員
で
構
成
す
る
自
治
体
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

３
�
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
の
作
成

将
来
の
公
共
施
設
等
の
整
備
方
針
づ
く
り
の
基
礎
資
料
や

住
民
の
皆
様
へ
の
説
明
資
料
な
ど
に
役
立
て
る
た
め
、
８
市

町
村
に
現
存
す
る
施
設
等
の
情
報
に
人
口
分
布
、
移
動
距
離

・
時
間
な
ど
を
合
わ
せ
、
見
た
目
で
わ
か
り
や
す
い
地
図
情

報（
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
）を
作
成
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

４
�
意
見
交
換

８
市
町
村
が
合
併
し
た
場
合
の
新
市
の
将
来
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て
、
各
地
域
で
守
り
た
い
も
の
、
地
域
全
体
で
伸
ば
し

た
い
も
の
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
「
長
岡
地

域
が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
・

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
れ

る
よ
う
な
も
の
を
目
指

し
た
い
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
、
住
民
に
対
し

て
説
得
力
の
あ
る
将
来

構
想
を
示
す
必
要
性
を

改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

６
月
11
日
に
開
催
し
た
第
５
回
新
市
将
来
構
想
策
定
小

委
員
会
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
�
構
成
市
町
村
長
・
議
会
代
表
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
結
果
報
告

各
市
町
村
に
お
け
る
「
現
状
・
課
題
・
特
性
・
資
源
」、
今
後

の
期
待
と
懸
念
な
ど
に
つ
い
て
、
取
材
し
た
結
果
を
報
告
し

ま
し
た
。

●
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
結
果
の
主
な
内
容

・
み
ん
な
に
何
ら
か
の
形
で
�
太
陽
�
が
あ
た
る
ま
ち
に
し

た
い
。

・
優
れ
た
住
環
境
を
活
か
し
て
定
住
人
口
・
交
流
人
口
を
増

や
す
。

・
め
ざ
せ
！
テ
ー
マ
ご
と
の
「
日
本
一
づ
く
り
」。

・
地
域
資
源
を
線
で
結
び
つ
け
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
滞
在
型

観
光
都
市
を
め
ざ
す
。

・
生
活
の
場
・
癒
し
の
場
な
ど
役
割
分
担
の
ま
ち
を
め
ざ
す
。

・
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
企
業
誘
致
と
地
域
の
活

性
化
を
め
ざ
す
。

２
�
新
市
地
域
ら
し
さ
価
値
構
築
に
向
け
て
の
考
察

整
理
し
た
各
種
調
査
結
果
を
分
析
し
、
今
後
伸
ば
し
て
い

け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
検
討
し
ま
し
た
。

「
人
口
増
が
地
域
の
基
盤
」
と
い
う
意
見
が
多
く
の
委
員

か
ら
発
言
さ
れ
、
関
連
し
て
「
大
学
・
企
業
の
誘
致
・
産
業

振
興
」「
優
れ
て
い
る
住
環
境
を
生
か
し
た
若
者
の
定
着
と
子

育
て
日
本
一
」「
滞
在
型
・
参
加
型
観
光
振
興
や
交
流
人
口
を

増
や
す
こ
と
に
よ
る
地
域
活
性
化
」
な
ど
、
将
来
実
現
す
べ

き
姿
に
次
々
と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
整
理
し
て
、
新
市
地
域
ら
し
さ

価
値
を
導
き
出
し
て
い
き
ま
す
。

小委員会で熱心に発表するワークショップメンバー

新
市
の
将
来
像
構
築
の
材
料
や
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
検
討
資
料
と
す
る
た
め
に
「
有
識
者
ヒ
ア

リ
ン
グ
」
を
行
い
ま
し
た
。
有
識
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は

地
域
全
体
を
見
て
、「
今
の
地
域
の
現
状
や
課
題
」、「
長

岡
地
域
が
将
来
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
姿
」
な
ど
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
取

材
項
目
の
「
実
現
す
べ
き
事
項
」
に
つ
い
て
ま
と
め
た

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎

主
な
実
現
す
べ
き
事
項
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

・
独
自
性
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち

「
環
境
重
視
の
田
園
都
市
的
発
展
」

「
産
学
共
働
の
県
央
中
核
都
市
」

・
住
む
人
に
優
し
く
、
来
る
人
に
優
し
い
ま
ち

・
工
業
都
市
と
し
て
の
発
展

「
高
付
加
価
値
化
に
よ
る
優
位
性
」

「
知
識
・
技
術
の
集
中
に
よ
る
製
品
開
発
」

・
大
学
も
含
め
た
産
業
人
材
の
育
成

「
創
造
性
の
あ
る
教
育
・
体
験
・
理
解
」

・
各
地
域
の
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
を
集
結
し
た
大
き
な

パ
ワ
ー

・
食
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
地
域
の
活
性
化

「
食
の
安
全
宣
言
、食
の
再
発
見
と
交
流
化
」

「
食
文
化
・
食
産
業
の
地
域
お
こ
し
」

・
地
域
名
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

・
き
れ
い
で
豊
か
な
水
、
便
利
で
安
全
な
ま
ち
、
い

き
い
き
女
性

・
各
地
域
の
多
様
な
自
然
と
文
化
を
尊
重
し
、
活
用

す
る
観
光
産
業
開
発

・
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

・
官
民
の
バ
ラ
ン
ス
と
住
民
自
治
の
尊
重

「
行
政
と
住
民
の
役
割
分
担
の
明
確
化
」

「
住
民
自
身
が
価
値
観
や
も
の
さ
し
を
持
つ
」

・
地
域
ら
し
さ
、
地
域
の
良
さ
を
生
か
し
た
活
性
化

区 分 出 身
市町村 名 前 経 歴 な ど 計

長岡地域
出 身 者

長 岡 市
石積 忠夫さん リードエグジビションジャパン㈱社長（展示会主催会社）

４
人

西澤 輝泰さん 新潟大学教授（総合情報処理センター長、経済学部長）
山古志村 田中 トシオさん 理・美容師1992ヘアワールド世界チャンピオン
小 国 町 林家 こん平さん 落語家 真打（笑点などで活躍）

地域在住者

長 岡 市

11
人

見 附 市

栃 尾 市

中之島町
越 路 町
三 島 町
山古志村
小 国 町

浅野 ゆう子さん 地域デザイン研究所、新潟ＮＰＯ協会事務局長
内山 弘さん 長岡歯車資料館館長、長岡郷土史研究会会長
高田 裕司さん ㈱山�組社長、長岡商工会議所常議員（建設部会長）
三本 由喜枝さん 見附商工会女性部長、チャレンジ�����代表
廣野 光春さん 広野茶店、谷内一商栄会（商店街活性化に取り組む）
目黒 日出吉さん ㈲スミヤ（撚糸業）
小林 光栄さん 中之島町教育委員長、元中之島町議会議員
半藤 禅一さん 新潟県農業技術学院講師、越路町人権擁護委員
大島 誠さん ㈲大島鉄工所社長、三島町消防団副団長
五十嵐 與吉さん ㈱大久保土建会長、山古志村商工会長
中村 満さん 小国町商工会副会長、「もちひとまつり」実行委員長

○調査に協力いただいた有識者

○と き ７月15日� 午後６時30分から
○ところ 長岡市役所 大会議室

（長岡市幸町２丁目）
○受 付 午後６時から
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※第６回新市将来構想策定小委員会は、６月25日êに開催
しました。協議結果については、次号でお知らせします。
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第
６
回
の
協
議
会
を
６
月
９
日
に
開
催
し
、
次
の
協

議
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

◎
報
告
事
項

①
協
議
会
委
員
等
の
変
更

５
月
29
日
に
栃
尾
市
の
外
山
康
男
助
役
が
就
任

し
た
こ
と
に
よ
り
委
員
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

外
山
委
員
は
新
市
将
来
構
想
策
定
小
委
員
会
の
委

員
と
幹
事
会
の
幹
事
に
も
就
任
し
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
目
黒
栃
尾
市
企
画
財
政
課
長
も
幹
事
に
就
任

し
ま
し
た
。

②
第
４
回
新
市
将
来
構
想
策
定
小
委
員
会

二
澤
小
委
員
会
副
委
員
長
か
ら
５
月
30
日
に
行

わ
れ
た
小
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
、
報
告
が
あ

り
ま
し
た
（
３
頁
上
段
参
照
）。

◎
議
題

（
詳
し
く
は
下
記
参
照
）

①
平
成
14
年
度
決
算
に
つ
い
て

②
地
域
自
治
に
つ
い
て

③
「
合
併
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
に
つ
い
て
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合
併
に
よ
り
周
辺
地
域
が
寂
れ
て
し
ま
う
の
で
は

と
い
っ
た
各
地
域
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
「
地

域
自
治
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
８
市
町
村
長
に
よ

る
検
討
組
織
を
設
置
し
て
研
究
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
（
翌
日
の
６
月
10
日
付
け
で
「
地
域
自
治
研

究
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。）。

そ
の
後
、
こ
の
研
究
会
で
議
論
す
る
際
の
具
体
的

な
項
目
や
論
点
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・

一
定
規
模
以
下
で
地
域
に
限
定
さ
れ
る
事
業
は
、
原
則
そ

の
地
域
自
治
組
織
に
予
算
を
つ
け
て
執
行
で
き
る
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。

・

雪
に
関
す
る
こ
と
、
特
に
除
雪
に
つ
い
て
は
地
域
に
任
せ

て
ほ
し
い
。
ま
た
地
域
が
整
備
す
る
農
道
な
ど
に
か
か
る
経

費
も
地
域
に
任
せ
て
ほ
し
い
。

・

地
域
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出
た
不
安
事
項
が
地
域
自
治
組
織
の

具
体
的
な
内
容
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

・

特
定
の
期
間
は
緩
や
か
な
合
併
を
望
む
。
合
併
に
対
し
て

の
不
安
は
各
地
域
で
異
な
っ
て
い
る
。
現
在
独
自
で
や
っ
て

い
る
農
業
・
教
育
・
除
雪
な
ど
の
事
業
に
つ
い
て
は
予
算
と

執
行
権
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・

産
業
と
観
光
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
、
地
域
自
治

の
内
容
を
検
討
す
る
際
は
十
分
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

・

合
併
後
10
年
間
は
交
付
税
等
の
特
例
が
あ
る
か
ら
、
暫
定

的
な
移
行
措
置
と
し
て
一
定
の
財
源
を
地
域
に
与
え
て
地
域

が
必
要
と
す
る
も
の
に
使
え
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

・

特
色
あ
る
事
業
は
合
併
し
て
も
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
と

思
う
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
活
性
化
し
て
い
く
方
向
で
組

織
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

・

イ
ベ
ン
ト
も
地
域
自
治
組
織
で
担
え
る
よ
う
に
検
討
し
て

ほ
し
い
。

・

残
し
た
い
制
度
を
一
つ
一
つ
議
論
し
て
そ
れ
を
積
み
上
げ

て
ま
と
め
た
ら
ど
う
か
。
単
純
に
「
地
域
自
治
を
よ
こ
せ
」

で
は
合
併
の
駆
け
引
き
を
し
て
い
る
よ
う
で
寂
し
い
。

平成14年度の協議会歳入歳出決算について、協議会で
認定されました。会計監査は、中之島町佐々木助役と三
島町米持助役が実施しました。

項 目 金 額 説 明
分担金及び負担金 16,544,945円 長岡市 9,627,945円

見附市 2,325,000円
栃尾市 1,408,000円
中之島町 829,000円
越路町 900,000円
三島町 576,000円
山古志村 314,000円
小国町 565,000円

県 支 出 金 1,000,000円
新潟県市町村合併

研究支援事業補助金
諸 収 入 13円
合 計 17,544,958円

項 目 金 額 説 明
会 議 費 1,523,382円 協議会委員報償費など
事業推進費 16,021,576円

（5,338,201円）協議会だより印刷費など
（8,898,750円）将来構想策定、電算化調査など

合 計 17,544,958円

うち需用費
うち委託料

・歳入

・歳出

分 類 協 議 結 果 等

１．
基本項目

①合併の方式 ・「長岡市への編入合併」とする。
②合併の期日 ・平成17年３月末までを目途とする。
③新市の名称 ・「長岡市」とする。
④新市の事務所の位置 ・長岡市内とする。

２．
法による
特例項目

⑥議会の議員の定数及び任期の取扱い （継続協議）
⑦農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い （継続協議）
⑧地方税の取扱い ・合併後に統一する。（５年間を限度に不均一課税を行う）
à一般職の職員の身分の取扱い ・全て新市に引き継ぐ。
b̀地域審議会の取扱い （継続協議）

３．
その他

⑤財産の取扱い ・全て新市に引き継ぐ。
⑨特別職の身分の取扱い ・市長、助役、収入役、教育長を置く。（その他の特別職の設置は、合併関係市町村の長が別に協議する。）
c̀組織機構及び支所の取扱い ・旧市町村の庁舎を本庁又は支所として存続する。 ・組織機構の再編を段階的、計画的に実施する。
d̀条例・規則等の取扱い ・各協議項目の調整方針に基づき統一を図り、新市の事務事業に支障がないように整備する。

è一部事務組合等の取扱い
・合併の枠組み確定後、一部事務組合と協議。
（全て解散・脱退する方向。住民生活への影響、事務事業の効率性等を考慮して調整する。）

f̀使用料・手数料等の取扱い
・使用料は原則現行どおり。（同一又は類似する施設は経過措置により段階的に調整する。）
・手数料は合併時に統一するように努める。

g̀公共的団体等の取扱い ・各団体のこれまでの経緯、各団体の意向・実情等を十分に尊重しながら、法の趣旨に沿って統合するよう調整に努める。
h̀町名・字名の取扱い ・各市町村や地域と調整を行い重複町名等が生じないように調整する。
ì各種団体への補助金・交付金の取扱い ・事業目的、効果を総合的に勘案し、公共的必要性、有効性、公平性及び地域特性の観点から、新市で調整する。
j̀慣行の取扱い ・各市町村の地域特性を十分尊重しながら調整を行う。

項 目 名

※①からj̀は協議項目として番号付けされたものです。協議会では、種類別に分類して「１．基本項目」の項目から順に協議しました。

左
の
表
は
、「
合
併
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
の
19
項
目
の

協
議
状
況
を
表
し
た
も
の
で
す
。
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「
合
併
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」

で
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
項
目
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

「
合
併
の
方
式
」
で
は
、「
長
岡
市
へ

の
編
入
や
む
な
し
」
や
「
長
岡
市
が
中

心
で
あ
り
長
岡
市
へ
の
編
入
で
よ
し
」

と
す
る
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
前
提
と
し
て
「
一
定
の
地
域
自
治

を
確
保
す
る
」「
独
自
の
制
度
で
良
い
も

の
は
各
地
域
に
残
す
」
と
い
っ
た
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

協
議
の
結
果
、
下
記
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

w
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「
長
岡
市
へ
の
編
入
合
併
」と
す
る
。

w
�
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「
長
岡
市
」
と
す
る
。
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継
続
協
議
（
地
域
自
治
等
と
合
わ

せ
て
再
度
協
議
）

「合併に関する基本的な事項」19項目の協議状況
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